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の縁辺部に位置する。この段丘は、7 ～ 10 万年前（更
新世後期末～末期）に河川の堆積で形成された地形
で、この上位に広がる小






























































































徳川政権との関係悪化を背景に、慶長 4 年（1599） Figure.3　奈良時代の瓦
−  −




















掘調査は、城郭内を除いて、武家地 23 地点、町地 9































































　墓地…遺跡の南側からは、14 世紀後半～ 15 世紀代
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